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項 目 要  約 

１．研究の概要 高温ガス炉の特徴的な事故のひとつである空気侵入事故時における耐酸

化性能を向上した、革新的な燃料要素の基礎基盤技術の確立を目指し、耐酸

化性能に優れるSiCを燃料要素の母材として新たに適用する技術を開発する

ことを目的として、以下の研究開発を行う。 

・耐酸化燃料要素の研究

２．総合評価 空気侵入事故時の耐酸化性能向上として、SiCオーバーコートによる燃料

母材の耐酸化性が示されたことは評価出来る。 

今後は再処理性の検討等を行い、実用化検討を進めて欲しい。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 
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